
小泊岬南灯台ほか1件改良改修工事
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施工場所

小泊岬北灯台

令和8年度

第二管区海上保安本部 交通部

工事件名

箇所名

図面名称

小泊岬南灯台

縮尺 原図

設計 年.月

図示 A2版位置図・案内図

図番

施 工 場 所

小泊岬南灯台:青森県北津軽郡中泊町小泊（小泊岬南側）

小泊岬北灯台:青森県北津軽郡中泊町小泊（小泊岬北側）

小泊岬南灯台 Ｎ

改良改修工事：

下前漁港へ

改良改修工事：
船着場

☆

☆

改良改修工事：

改良改修工事：

改良改修工事：

改良改修工事：
小泊岬北灯台

改良改修工事：
　　船着場

Ｎ

灯台付近案内図

下前地区
小泊漁港

　撤去工事

一式

一式

一式

　小泊岬南灯台の部

１　灯塔改修

２　昇降階段改修

３　船着場改修

小泊岬南灯台

昇降階段

船着場

小泊岬南灯台付近詳細案内図

旧船着場（移動）：

平舘

釜石

1/22

通路

R8.6笹木

改良改修工事：
通路（階段）
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内装：天井、壁、床モルタル外壁：防水型複層塗材塗替え

灯ろう：塗装塗替え（内外面）
耐候性塗料塗り（フッ素樹脂塗料）

外壁：防水型複層塗材塗替え

内装：天井、壁、床モルタル

ウレタン塗膜防水X-2防滑仕様
庇、屋根防水：撤去新替

ハリ板取付図　S=NON

既設骨子

　（外側）白色　ﾏﾝｾﾙ　N-9.5
　（内側）黒色　ﾏﾝｾﾙ　N-1

・フィルム色

小泊岬南灯台ほか1件改良改修工事

図番

令和8年度

第二管区海上保安本部 交通部

工事件名

箇所名

図面名称

小泊岬南灯台

縮尺 原図

設計 年.月

図示 A2版平面図・断面図・ハリハン詳細図小泊岬南灯台　位置
北緯： 41°07'28.9
東経：140°14'58.4

既存ＬＥＤ灯器
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ハリ板　S=NON

・遮光性フィルム仕様

撤去新替（3枚)
破損ハリハン：

暗弧部ハリハン：　
既存フィルム及び塗膜除去
のうえフィルム新替

明弧部ハリハン：　
飛散防止シート張り

ハリハン廻りシーリング打替

灯火中心
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　撤去、新替
アルミ防水扉：
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,
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2001,150

3,200

5002,800200

※ :シーリング施工を示す

ウレタン塗膜防水X-2防滑仕様
踊場防水：撤去新替

ウレタン塗膜防水X-2防滑仕様

（外側）白色　（内側）黒色

※製作にあたっては既存寸法を確認する。
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R8.6笹木
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太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙ
【一時仮設】【復旧】

はり板FLｔ6
ｼﾘｺｰﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材

ガラス押え

既設M6 SUS304 既設目板
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アルミ防水扉：
　撤去、新替
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（既存下地モルタル）

（既存下地モルタル）

（既存下地モルタル）

（既存下地モルタル）

（既存下地モルタル）

既存灯室SUS扉：

撤去、薄塗りモルタル厚6mm塗り

撤去、薄塗りモルタル厚6mm塗り



踊場防水：撤去新替
ウレタン塗膜防水X-2防滑仕様

小泊岬南灯台ほか1件改良改修工事

図番

令和8年度

第二管区海上保安本部 交通部

工事件名

箇所名

図面名称

小泊岬南灯台

縮尺 原図

設計 年.月

図示 A2版

灯火中心 灯火中心 灯火中心

4,200

2,000

1,550

北面南面 西面

灯ろう：塗装塗替え（内外面）
耐候性塗料塗り（フッ素樹脂塗料）

（外側）白色　（内側）黒色

雷害防止装置アンテナ
(既設)

　撤去、新替
アルミ防水扉：

【一時仮設】

　太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙ

【既存】太陽電池架(114W)
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　太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙ

【既存】太陽電池架(114W)

【一時仮設】

立面図

灯塔立面図　S=1/50
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　（南方向へ向け取付ける）

【復旧】

【復旧】

　（南方向へ向け取付ける）

既存ステンレス

R8.6笹木

【取り外し処分】

（既存下地モルタル）

灯室扉



移動体式灯台監視装置

雷害防止装置用端子盤
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　※金属拡張アンカー
　　(M8×４本)にて堅固に
　　取付ける。

Ａ Ａ´

　(MSE-100-6×2個）

(既設)

(既設)

(既設)
Ｈ型点灯制御装置(既設)

ナイフスイッチ(30A)(既設)

耐雷トランス(既設)

AC分電盤(既設)

雷害防止装置(既設)

移動体式灯台監視装置

ＳＰＴ－ＢＯＸ

1
,5

00

　　取付ける。
　　(M8×４本)にて堅固に
　※金属拡張アンカー

　　　　(MSE-100-6×2個）

(既設)

(既設)

Ｈ型点灯制御装置(既設)

ナイフスイッチ(30A)(既設)

耐雷トランス(既設)

AC分電盤(既設)

小泊岬南灯台ほか1件改良改修工事

図番

令和8年度

第二管区海上保安本部 交通部

工事件名

箇所名

図面名称

小泊岬南灯台

縮尺 原図

設計 年.月

図示 A2版

蓄電池(MSE-150×12個)

【既存】蓄電池

【一時仮設】【既存】太陽電池配電盤

【既存】太陽電池配電盤

【既存】蓄電池

【一時仮設】

【一時仮設】

机

【一時仮設】

(既設)

雷害防止装置アンテナ
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灯火中心

　太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙ

【一時仮設】

【既存】太陽電池架(114W)

【既存】LED灯器(Ⅴ型白)

【既存】LED灯器台

機器配置図

プラボックス
アンテナ

【復旧】

【復旧】

【復旧】

電線引留め腕金撤去
エントランスキャップ撤去

　（南方向へ向け取付ける）

　※蓄電池架台再利用

※一時仮設する機器は、仮設足場等に堅固に設置する。

　工事完了時は、元の位置に復旧する。

※取り外した機器は、敷地内に養生して保管する。

R8.6

灯塔側面

Ａ－Ａ´断面

管制器室平面

機器配置図　S=1/50
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【復旧】

笹木

【取り外し処分】

【取り外し処分】

【取り外し処分】

【取り外し処分】

【取り外し処分】

【取り外し処分】
【取り外し処分】及びラック

【取り外し処分】

【取り外し処分】

【取り外し処分】

【取り外し処分】

【取り外し処分】

【取り外し処分】

【取り外し処分】

【取り外し処分】

【取り外し処分】

【取り外し処分】

【復旧】
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雷害防止装置
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CVV1.25mm2-4C(PFD22)

LED灯器(Ⅴ型白)
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灯火正常

消灯

灯質異常

LED灯器電源異常
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太陽電池配電盤
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太陽電池 ﾊﾞｯﾃﾘｰ 負 荷
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太陽電池モジュール

電線管(PFD28)敷設

電線管(PFD28)敷設

電線管(PFD28)敷設

VCT-5.5mm2-2C敷設

VCT-5.5mm2-2C敷設

蓄電池(MSE-100-6)×２個※現用機器　ＬＥＤ灯器等

VVR-8.0mm2-2C

第二管区海上保安本部 交通部 R8.6

凡例

：取り外し

：一時仮設

：既存のまま

※一時仮設する機器は、仮設足場等に堅固に設置する。

　工事完了時は、元の位置に復旧する。

機器間配線図　Ｓ＝１／５０

工事名

令和８年度小泊岬南灯台ほか１件改良改修工事

箇所名

図名 縮尺 原図

図番
小泊岬南灯台

図示 A2版
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笹木

※取り外した機器は、搬出して関係法令に従い処分する。

番号

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

蓄電池

⑨

移動体式灯台監視装置

SPT-BOX

H型点灯制御装置

AC分電盤

蓄電池ラック

ナイフスイッチ

電線引留腕金

⑩ エントランスキャップ

⑪

雷害防止装置⑫

⑬

⑭

避雷用電源装置

プラボックス・アンテナ

1

1

数量

1

1

SUS304製

1

1

1

1

備 考

約15kg

約10kg

約30kg

MSE-150 12 約13kg/個

30A

1

1

1

1

プラスチック製

MS-01

H-1

端子盤

1

規 格

100V 2kVA 約65kg

品 名

アンテナ

本体(S1D-B) ㈱シコウ製　約95kg

⑮ 配線・配管類 約30m

搬出処分品一覧表

機器間配線図、搬出処分品一覧表



扉外寸法　670

枠内寸法　600

枠
内

寸
法
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法
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アンカーボルト 8ｹ所

S：1/15

防水扉

錠前１個（鍵２個付き）（真鍮クロームメッキ製）

締め付けボルトナット：ステンレス（SUS304)

アンカーボルト 8ｹ所

パッキン：ネオプレーン

ス　パ　ナ（１個）

名 称

材 質

仕 上 げ

付 属 品

備 考

　 枠 見込み：75mm　見付け：100mm

アフリ止メ掛金具(１個）

ｽﾃﾝﾚｽ丸鋼φ9
SUS304

3
0

30

70 50
120

扉アフリ止取付詳細図　S=1/5

ﾖｺ　600・ﾀﾃ　1500
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20

φ
15

目地切り 10×10

ｱﾙﾐ枠 L-100x75x10

Ｗ1/2ﾈｼﾞ切り

アルミ防水扉枠取付詳細図　S=1/2

ｼｰﾘﾝｸﾞ 10×10

100

小泊岬南灯台ほか1件改良改修工事

図番

令和8年度

第二管区海上保安本部 交通部

工事件名

箇所名

図面名称

小泊岬南灯台

縮尺 原図

設計 年.月

図示 A2版扉詳細図、アルミ防水扉枠取付詳細図、各部詳細図

R8.6
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枠及び扉：耐食アルミニウム(扉：A5083S・枠：A6063S)

笹木

踊場・庇屋根詳細図　S=1/5

ﾓﾙﾀﾙ塗りｔ12

塗膜防水立上り詳細図　S=1/5

5
0

1
0

塗膜防水

※塗膜防水施工範囲は、立上り（入隅）を含むものとする。

ｼｰﾘﾝｸﾞ

5
0

外壁：防水型複層塗材塗替え

外壁：防水型複層塗材塗替え

（水上：50,水下：30）

踊場：塗膜防水

既存下地ﾓﾙﾀﾙｔ20

水切り

既存下地ﾓﾙﾀﾙ



７

灯台

海

船着場

既設道路

66.7

70.4

16

37.8

57.9

既設階段

下前へ

配置図・平面図　

既設舗床

既設ＲＣ階段

階段標準図　1/100　

△

△
△

△

△

6
0
0

5
0
0

1
0
0手摺 FRPL-48×48×6.5

手摺支柱 FRPL-48×48×6.5

△：ﾎﾞﾙﾄ孔現場開孔

FRP階段詳細図　1/10

2,0
00

2,0
00

2,0
00

8
0
0

8
0
0

3
0
0

断面図　S=1/20

30
.0
ｍ

22.5ｍ

13.0ｍ

鉄筋コンクリート階段手摺

既設RC階段

基礎コンクリート

基礎コンクリート

斜材 FRP　-100×48×6.5 　

鋼板支柱（腐食破損・新替）
150×150×6.0

手摺支柱 FRPL-48×48×6.5 　

手摺 FRPL-48×48×6.5 　

5,
00
0

800

〃

〃

800

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

5,
00
0

5,
00
0

5
0
0

1
0
0

5
0
0

小泊岬南灯台ほか1件改良改修工事

図番

令和8年度

第二管区海上保安本部 交通部

工事件名

箇所名

図面名称

小泊岬南灯台

縮尺 原図

設計 年.月

図示 A2版昇降階段配置図、平面図、詳細図

支柱断面図　1/30　

表土

岩盤

※支柱再利用

セメント系アンカー止め

コンクリートで固定
岩盤掘削ののうえ整形

ステンレスボルト

斜材 FRP　-100×48×6.5 　

鋼板支柱
亜鉛メッキ処理のうえ
エポキシ樹脂塗装（茶色）

750×150×12

Ｍ12×32
（現場開孔取付）

40

40

100
300

100

350 25
0

Ｍ-16　Ｌ＝210
Ｒ-16

階段断面図　1/30　

※基礎再利用

手摺支柱 FRPL 　

手摺 FRPL-48×48×6.5 　

-100×48×6.5 　

48×48×6.5 　

桁材 FRP 　

（再利用）
基礎コンクリート

1,000

700

1
,
0
0
0

5
0
0

5
0
0

1
0
0

1
,
1
0
0

892

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

R8.6

床板 アンチスリップ板　

床板 アンチスリップ板 　
200×700×6.5

7/22

RC通路

200×700×6.5

床板 アンチスリップ板

斜材 FRP　-100×48×6.5

RC階段正面、側面図　S=1/100

FRP部材施工範囲

現地にて、既存寸法を確認のうえ製作すること。

工場製作：部材塗装、現場開孔以外の開孔
現場：切断、開孔、組立、切断小口の塗装

笹木

　8か所撤去、7か所耐候性塗料塗り（フッ素樹脂）

L-50x50x6.0

FRP階段：撤去、新替

階段：手摺撤去7か所

階
段
：
手
摺
撤
去
１
か
所

　
　
　
耐
候
性
塗
料
塗
り
７
か
所

2
4
.
5
ｍ

既設ＲＣ階段

既
存
FR
P階

段

丸鋼φ20

手摺L-50x50x6.0



小泊岬南灯台ほか1件改良改修工事

図番

令和8年度

第二管区海上保安本部 交通部

工事件名

箇所名

図面名称

小泊岬南灯台

縮尺 原図

設計 年.月

図示 A2版
船着場改修平面図、立面図、配筋図

旧船着場図

R8.6

4,600 760

2
,
4
0
0

2
,
0
0
0

5,360

4
,
4
0
0

旧船着場高さ：1,500

SD345　D13　上端筋に結束

Y1

タテヨコ共 D13 @ 300

配筋標準断面図　1/50

X2

Y2

岩盤

Y3

2
9
0

1
2
0

SUS304　φ16

既設道路

係船環参考図　1/20

Y1

係船環-2箇所

コンクリート打設
24N-15-40BB
ほうき目仕上げ

通路接続部
無収縮モルタル打設

X2

Y2

既存階段撤去のうえ

24N-15-40BB
コンクリート打設（ﾀﾃﾖｺ筋D13@300）

※鋼製型枠取り外し後は、船着場に接する周囲岩盤凹部は

※コーナー部は、すべて面取り（幅50）とする。

　無収縮モルタルを打設する。

※掘削深さは、周囲岩盤高さから３００ｍｍ以上掘削する。

Y3

岩盤

立面図　1/50 ※岩盤掘削（根入れ部）は周囲岩盤から３００mm以上

　を掘削する

岩盤

　

DL

平面図　1/50 配筋平面図　1/50

8/22

旧船着場（移動）：撤去処分　1/100
笹木

1,500 1,500

3,000

タテヨコ共 D13 @ 300

3,000

3
0
0

300

300

3
0
0

3,000

タテヨコ共 D13 @ 300

3
,
5
0
0

3
,
5
0
0

1
8
0

3
0
0

500

係船環

コンクリート打設

200 2003,000

穴埋め無収縮モルタル打設

岩盤掘削（根入れ部）

500

3,000

接着系アンカー　計42箇所

岩盤

SD345　D13　上端筋に結束
接着系アンカー　計42箇所

船着場天端 +1,500 船着場天端 +1,500

X1 X3

3,000
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小泊岬南灯台ほか1件改良改修工事

図番

令和8年度

第二管区海上保安本部 交通部

工事件名

箇所名

図面名称

小泊岬南灯台

縮尺 原図

設計 年.月

図示 A2版船着場改修横断図、断面図

R8.6

9/22

笹木

無収縮モルタル打設

DL+0.000

Y1

無収縮モルタル打設

無収縮モルタル打設

Y2

岩盤

既存階段撤去のうえ
コンクリート打設

24N-15-40BB
（ﾀﾃﾖｺ筋D13@300）

300300

180

岩盤

岩盤

岩盤

岩盤

200 300

DL+0.000

DL+0.000

断面図　1/50

Y3

300

+1.500

+1.500

+1.500船着場天端　(+1.500)

船着場天端　(+1.500)

船着場天端　(+1.500)

15
0

15
0

既存道路

3,500

岩盤

岩盤

3
0
0

3,500

3
0
0

200300

3,500

岩盤

岩盤

無収縮モルタル打設

3
0
0

無収縮モルタル打設

無収縮モルタル打設

200300

200 300

200300

※鋼製型枠取り外し後は、船着場に接する周囲岩盤凹部は

※コーナー部は、すべて面取り（幅50）とする。

　無収縮モルタルを打設する。

※掘削深さは、周囲岩盤高さから３００ｍｍ以上掘削する。

岩盤掘削を示す。

X1断面

X3断面

X2断面

S=1/50

S=1/50

S=1/50



船着場一般図 S=1/30

案内図 S=1/30,000

下前港

弁天島経聞島

小泊岬

Ｎ

小泊岬南灯台

立松島

１９９．０

１８８．５

２２９．７

尾崎山

黒　島

100 88

1
0
0

+0.2

CL

+1.0

3,000

1
0
0

小泊岬南灯台ほか1件改良改修工事

図番

令和8年度

工事件名

箇所名

図面名称 縮尺 原図

設計 年.月

図示 A2版

小泊岬北灯台

第二管区海上保安本部 交通部

船着場改良改修工事

灯台改良改修工事

コンクリート増打ち
側面、上面：　　　

24N-8-25BB

０ １㎞ 1.5㎞500m

小泊岬北灯台

増打ち詳細図　S=1/10

鉄筋：D13＠300 1
0
0

100

既存

300

既設RC

接地鋼棒　10φ900

既設：　　　　　　
環状地中接地線　鬼より線60sq

敷地埋設接地配線図　S=1/100

※接地抵抗値10Ω以下とする。

渡橋詳細図　S=1/30

側面、上面：　　　
コンクリート増打ち

24N-8-25BB

既設RC船着場

HWL+0.445

H=100

灯塔

新設：　
避雷導線
環状地中接地線　鬼より線38sq

敷地埋設接地配線図

全面目荒らし

面取　幅50mm

小泊港

既設面：全面目荒らし

全面目荒らし

小泊

R8.6

脚部根入れ

10/22

笹木

300

無収縮モルタル充填

SUSグレーチング新設

あと施工アンカーM16

既存

S=1/200

海
　

岸
　

線

Ｎ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ陸側　基部

3
5
ﾟ

1,000

2,000

1,500

3
,
0
0
0

溝間

0.0m

35.0M

3
,
2
0
0

2,200

1,700

11
00

1,
20
0

60
0

船着場

既設防舷材取付金具撤去

通　路
鋼製渡橋製作
取付　幅995mm×長1700mm

鋼製渡橋製作
取付　幅995mm×長1200mm

コンクリート増打ち
全面目荒らし

グレーチング厚44

4
4

船着場：側面、上面
コンクリート増打ち

グレーチング厚44

SUSグレーチング

L-50×50×6t

4
4

船着場通路配置図、渡橋、船着詳細図

断面詳細図　S=1/5

溶接

995

船着場・通路・配置図



灯
塔

撤
去

S=1/50

小泊岬南灯台ほか1件改良改修工事

図番

令和8年度

工事件名

箇所名

図面名称 縮尺 原図

設計 年.月

図示 A2版

第二管区海上保安本部 交通部

小泊岬北灯台

小泊岬北灯台　位置

避雷針

900

1
5
0

ｱﾝｶ-ﾎﾞﾙﾄ

9
,
5
0
0

▽灯火中心

ステンレス手すり

灯ろう台

スペーサー製作取付

S=1/50

▽灯火中心

9
,
5
0
0

3
,
0
0
0

5
,
5
0
0

1
,
0
0
0

2
,
5
0
0

S=1/50灯塔側面図

灯器再利用

3,400

1,200

1,600

2,000

3
,
0
0
0

6
,
2
8
0

7
8
0

2
0
0

2
0
0

5
,
1
0
0

2
,
7
0
0

3
0
0

3,200

灯塔立面図

S=1/50管制器室平面図 S=1/50管制器室屋根平面図

北緯： 41°08'17.3”
東経：140°15'25.0”

▽GL ▽GL

灯ろう台

1
,
3
5
0

1
,
3
5
0

アルミ掛梯子

1,600 1,600

600

1,100

管制器室平面図

1,0501,200

床樹脂ﾓﾙﾀﾙ（ケイ砂仕上）4
2
0

既存立面図・平面図、改修立面図・平面図

3
4
0

2
,
5
0
0

2
,
5
0
0

2
,
5
0
0

1
,
5
0
0

2
,
3
0
0

2
,
2
6
0

1
0

2
3
0

記念額

ｼﾞｮｲﾝﾄﾎﾞﾙﾄ

避雷導線保護管

床縞板

1,200

2
5
0

7
,
7
5
0

3
､
3
7
7

3
0
09
0
0 3
0
0

3
0
0

ｽﾃﾝﾚｽ手すり

7
0
0

旧記念額

避雷突針

保護管

灯ろう台

7
1
7

75
0

30
0

30
0

30
0

ステンレス梯子

記念額 
300×200×25(青銅鋳物製)

吸気管（VP）

基礎天端面

アルミ防水扉

1
5
0

2
5
0

9
0
0

※（扉は現地取付）

1
,
3
5
0

火気厳禁シール貼付

7
,
7
5
0

4
5
0

4
5
0

1
8
0

改修後既存

灯
塔

撤
去

4
5
0

▽GL+450 ▽GL+450 ▽GL+450

鬼より線38sq

ﾌﾞﾗｹﾂﾄ

2
,
7
0
0

250 1,000 250

3,200

150 900 150

3
5
0

2
,
2
0
0

4
0
0

灯塔撤去：GL+450より上

1,250

2
,
9
0
0

3,400

3
5
0

1
,
8
0
0

7
0
0

1,000

2
,
0
0
0

ステンレス梯子

避雷針

500

11/22

R8.6笹木

灯器再利用

(x3,400)
2,900

2,700

S=1/50灯塔断面図

床縞板は耐酸樹脂ｵｰﾊﾞｰﾚｲ

1,3501,350750

溶接金網3.2*150*150

モルタル充填900×900S=1/50灯塔立面図

1,600 1,600

7
5
0

既存躯体天端：モルタル充填補修

900

9
0
0



【一時取り外し】

【一時取り外し】

【一時仮設】【復旧】

2
,
0
5
0

1
,
6
0
0

小泊岬南灯台ほか1件改良改修工事

図番

令和8年度

工事件名

箇所名

図面名称 縮尺 原図

設計 年.月

図示 A2版

第二管区海上保安本部 交通部

小泊岬北灯台

6,426

2,122 30 2,122 30

灯塔平面図　S=1/100

7,300

5,200 2,100

2,122

UP

5
0
0

2
,
1
5
0

1
5
0

2
,
7
0
0

3,200

1,350

2
,
6
5
0

Ｎ

灯塔撤去

S=1/50頂部踊場平面図

2
,6

0
0

8
00

1,
00

0

840 1,310

500 2,150 150 2,700

太陽電池架台側面図・灯塔断面図　　S=1/50

Ｇ.Ｌ

S=1/50

ｺﾝｸﾘｰﾄ手摺

6
4
0

中間踊場平面図　S=1/50

1
2
0 1
5
5

1
,
1
1
0

1
,
3
5
0

6
8
0

8
0
0

1
5
51
2
0

6751,300555120

2,650

3,
00

0

8,
50

0

2,
50

0
3,

00
0

既設太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙ
２６４W×2面

２６４W×2面

7
50

灯
塔

撤
去

1
5
0

9
0
0

1
5
0

2,700

2
5
0

1
,
0
0
0

3
,
2
0
0

2
5
0

2
5
0

2
,
7
0
0

2
5
0

撤去図

-

ｺﾝｸﾘｰﾄ手摺

ステンレス扉

既存のまま

R8.6

避雷ゲージ

4
5
0

▽GL+450

また、太陽電池装置配電盤及び蓄電池の仮設収納箱を設ける。

※撤去用仮設足場は任意とするが、ＬＥＤ灯器を設置する仮設足場を設ける。

配線は別図による。

蓄電池

MSE-100AH-6V

太陽電池装置
配電盤

太陽電池架台

既存のまま

【一時取り外し】

【一時仮設】

【一時仮設】

ＬＥＤ灯器

ステンレス灯器台

【復旧】【一時仮設】

【一時取り外し】
ＬＥＤ灯器

【復旧】

【復旧】

【一時取り外し】【一時仮設】【復旧】

【既存】

太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙ

【既存】

【既存】
昇降用梯子

【一時取り外し】 【一時仮設】
太陽電池装置Ｂ型　配電盤

【復旧】

【既存】

太陽電池架台

12/22

笹木

7501,550

1,975

【撤去廃棄】

管制器室平面図

【撤去廃棄】

【撤去廃棄】
ステンレス梯子

ステンレス梯子

【撤去廃棄】
ステンレス梯子

【撤去廃棄】
ステンレス扉

アルミ防水扉
【撤去廃棄】

蓄電池架台
【撤去廃棄】

蓄電池架台
【撤去廃棄】

MSE-100AH-6V
蓄電池
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小泊岬南灯台ほか1件改良改修工事

図番

令和8年度

工事件名

箇所名

図面名称 縮尺 原図

設計 年.月

図示 A2版

第二管区海上保安本部 交通部

小泊岬北灯台

1
,
1
0
0

6
0
0

1,350 1,350

1
,
6
0
0

1
,
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既存躯体天端：モルタル補修 ＦＲＰ灯塔設置

排水目皿
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5
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1
,
2
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アルミ掛梯子

既存躯体天端：モルタル補修

モルタル充填900×900

P
C
D

350

350350

梯子台製作

ステンレス排水孔取付

仕上げ：No2B
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8
0

70

×
Ｖ．Ｐｽﾃﾝﾚｽ

300

900

250

ＶＰエルボ３０

モルタル充填・補修

ｽﾃﾝﾚｽﾊﾟｲﾌﾟ
SUS304φ34×3t

ｽﾃﾝﾚｽ　SUS304φ34
SUS304 ﾁｰｽﾞ

2,700

3
0
0

ＦＲＰ灯塔

（灯台外部）　　（灯台内部）

8
0
7
5

R8.6

1,050
PCD

2
9
5

レベル調整アングル

既存躯体天端：モルタル補修

アンカーボルト18-Ｍ20
4
5
0

1
5
0

3
0
0

レベル調整ゲージ

アンカーボルト18-Ｍ20

管制器室平面図・ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ設置図・床排水孔詳細図

※　　印は、シーリング施工を示す。

SUS304φ34×3t
SUS304 ｴﾙﾎﾞ

床排水孔詳細図　S=1:10

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ設置図　Ｓ＝1:50

管制器室平面図　Ｓ＝1:50

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ設置平面図　Ｓ＝1:50
13/22

笹木

4
5
0

1
5
0
以

上



小泊岬南灯台ほか1件改良改修工事

図番

令和8年度

第二管区海上保安本部 交通部

工事件名

箇所名

図面名称 縮尺 原図

設計 年.月

図示 A2版灯塔詳細図1

小泊岬北灯台
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Ａ
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PCD　1050

ネオプレーンパッキン

導電積層仕様

１．グラファイト入り樹脂塗

２．ガラスマット１プライ積層

３．カーボンペーパー貼り

４．パラフイン・グラファイト入り

樹脂トップコート塗り

導電積層

導電積層

アンカーボルト

導電積層

導電積層

原寸による

記　号

Ｎ

ＷＮ

Ｗ

ＳＷ

ナット

ダブルナット

ワッシャ

品 名

すべてステンレスＳＵＳ３０４

３Ｎ ３種ナット

ＦＲＰ積層

ＦＲＰ積層
アルミ防水扉枠

アルミ防水扉枠

アンカーボルト(SUS-304)

ＦＲＰ積層

ＦＲＰ積層

各階

Ｂ

→各階ジョイントボルト間
及び梯子脚 箇所と連結

12

SUS304
Ｍ１４×１２５Ｌ

スプリングワッシャー

スプリングワッシャー

SUS304

Ｍ１４×１２５Ｌ

スプリングワッシャー

３種ナット

Ｃ

Ｃ

コーキング(現場)

コーキング

コーキング

コーキング

Ｄ

Ｄ

ＩＶ8.0

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ フランジ厚（ベースプレート）

フランジ厚（中間ジョイント）

灯　　　塔　　　板　　　厚

ア ン カ ー ボ ル ト

記　号 箇 所

別図詳細ニヨル

各 部 の 寸 法

設 計 寸 法

導電積層

スプリングワッシャー

5

10 105 40

25

40

1
5

厚さ5.0mmトスル

角ワッシャー

角ワッシャーSUS304

角ワッシャーSUS304

角ワッシャSUS304

角ワッシャーSUS304

角ワッシャー

角ワッシャーSUS304

ゴム栓

現地取付

補強リブ

ゴム栓

ゴム栓

16

現地施工

現地施工

現地施工

厚さ35.0mmトスル

厚さ35.0mmトスル

SUS304
Ｍ１４×８０Ｌ

シーリング（現場施工）

50550

3tPEパッキング

3tPEパッキング

50

6
5

５tPEパッキング

接続部(１階)詳細図　S=1:3

踊場接続部詳細図　S=1:3

接続部(中間)詳細図　S=1:3

1階垂直部継手詳細図　S=1:3

防水扉回り詳細図(平面)　S=1:3

防水扉回り詳細図(断面図)　S=1:3
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周囲ｼｰﾘﾝｸﾞ

スプリングワッシャー

Ｒ５．５－１０－１６圧着端子
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小泊岬南灯台ほか1件改良改修工事

図番

令和8年度

第二管区海上保安本部 交通部

工事件名

箇所名

図面名称 縮尺 原図

設計 年.月

図示 A2版

小泊岬北灯台

灯塔詳細図2

点検口蓋取付ボルト
６ーＭ８のうち１本

灯器台取付ボルト４本のうち１本　　　
端末はφ２０圧着端子取付

灯ろう台蓋取付ボルト
４－Ｍ１０のうち１本

接合ボルト 灯ろう取付ボルト４本のうち１本　　　
１４ーＭ１２のうち１本 ６－Ｍ１４のうち１本7

00

３６ーＭ１６のうち１本

25
0

接合ボルト

１２ーＭ１４のうち１本

ステンレスバンド

アース線
　ＩＶ８ｓｑ

2
,5

00

接合ボルト
１２ーＭ１４のうち１本

梯子脚取付ボルト
４ーＭ１４のうち１本

2,
50

0

ステンレスバンド

接合ボルト
１２ーＭ１４のうち１本 記念額取付ボルト

４－φ８のうち１本

防水扉枠取付ボルト
８ーＭ１４のうち１本

アース線
　ＩＶ８ｓｑ

2
,
50

0

接合ボルト
機器アース管へ１８ーＭ２０のうち１本

アンカーボルト

本体アース接続図　S=1/30

1
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1,
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0
1
5

1
50

9
00

1
50

1,050

75

165

ＰＣＤ

基礎接合部平面部　S=1/20

アンカーボルト径

Ａ－１

15
1
,2

00
15

90
1
,0

20
90

1,080

105

30

PCD

中間接合部平面図　S=1/20

1,
2
00

90

30

1,080

パッキン（ネオプレーン）３ｔ

接合部パッキン平面図　S=1/20

１２－Ｍ１４

１２－φ１５キリ

１８－φ２４キリ

アンカーボルトの寸法

径

アンカーボルト詳細図　S=1/5

3 3

Ａ部詳細　Ｓ＝１／５ Ｂ部詳細　Ｓ＝１／５

25 25

913
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0

23
0

23
0

2
30

2
30

23
0
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0

23
0

2
30

2
30

2
30

1
00

105

165

PCDφ1,050
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PCDφ1,080

105

165 105

1階 2階、3階

Ａ
Ｂ

１２－φ15（Ｍ１４）

50 50

25

PCDφ1,080

2-11φ15（M14）

本体分割部接手詳細　Ｓ＝1/15

樹脂系あと施工アンカー

40
0

M20mmとする

レベル調整ゲージ

（ＳＵＳ３０４）（ＳＵＳ３０４）20

（ＳＳ４００）

1,020

FB-65×6t

10
0

５tPEパッキング

Ｎ２・Ｗ・ＳＷ

Ｎ1
5
0

無収縮モルタル

R8.6
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ＶＰ管

モルタル詰め

※　　印は、シーリング施工を示す。

※調達品：ボルト類、アース線、アンカーボルト
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小泊岬南灯台ほか1件改良改修工事

図番

令和8年度

第二管区海上保安本部 交通部

工事件名

箇所名

図面名称 縮尺 原図

設計 年.月

図示 A2版

小泊岬北灯台

灯塔詳細図3

Ａ－Ａ平面図　S=1/30

Ｂ－Ｂ平面図　S=1/30

Ｃ－Ｃ平面図　S=1/30
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0
1,

00
0

2
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1
,2

00

Ａ

ＢＢ

ＣＣ

断面図　S=1/30

Ａ

Ｄ－Ｄ平面図　S=1/30

1
,5

00

ｽﾃﾝﾚｽ手すり 灯ろう台

70
0

25
0

90
0

踊り場ケイ砂仕上げ

D D

5
0

50

50

ＦＲＰ積層 ３mm

電線管用ブラケット　S=1/5

2
00

6
1
88

6

6

50

6

100

100

10

60
°

△1

7
,
7
5
0

分電盤用ブラケット

270

蓄電池架台製作取付

太陽電池装置配電盤　改造、取付

　キャッチクリップ４個、取っ手３個を取り付ける。

ＶＥ１６

ノーマルベンド

現場施工

機器アース詳細図　Ｓ＝１／６

１５０×１００

４５０

190

10 30 3

10
3

80
0

ＦＲＰ積層

集成材

３ｍｍ

230

　扉を取り外せるよう改造する

（参考）キャッチクリップ　タキゲンＣ－１００７－２

　　　　取っ手　　　　　　タキゲンＡ－１０４２－Ｂ－６

※太陽電池装置配電盤の改造は、既設蝶番を取り外し、灯台点検時に

取っ手
キャッチクリップ

４個
３個

分電盤用ブラケット

80
0

電線管用ブラケット

電線管用ブラケット

電線管用ブラケット

電線管用ブラケット

分電盤用ブラケット S=1:

太陽電池装置配電盤改造図 S=1:10

R8.6
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電線管用ブラケット
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小泊岬南灯台ほか1件改良改修工事

図番

令和8年度

第二管区海上保安本部 交通部

工事件名

箇所名

図面名称 縮尺 原図

設計 年.月

図示 A2版

小泊岬北灯台

灯塔詳細図4

15

7
5

100 65

300

200

リベットφ4.8
@200

※　リベット部MS積層

20

１６φ孔 ×１０
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記　念 額
(300×200)
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ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ8φ×4本ﾜｯｼｬ付
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10 10300

50

25
2
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5 5
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ＦＲＰ積層
注）　青銅鋳物製トスル

字体は浮出シ凸部ハミガキ凹部表面仕上黒エナメル塗

ステンレスボルト４本ニテ取りツケル

記念額詳細図
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ＦＲＰ積層
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ﾎﾞﾙﾄ(SUS304)
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断　面　図 庇側面

内側よりφ4.8リベット

（ボルト間に施工）
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リベットφ4.8　@200
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ＧＧ 防水扉アルミ製枠 詳細図

S=1:20 S=1:20 立  面  図　S=1:20
S=1:5

S=1:10 防水扉ＦＲＰ枠詳細図　S=1:10

S=1:5

A詳細 S=1:5　

平　面　図　S=1:20　

R8.6
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小泊岬南灯台ほか1件改良改修工事

図番

令和8年度

第二管区海上保安本部 交通部

工事件名

箇所名

図面名称 縮尺 原図

設計 年.月

図示 A2版灯塔詳細図5

小泊岬北灯台
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灯ろう台平面図　S=1:6

灯ろう台断面図 S=1:6

排気管詳細図　S=1:6

電線管穴φ３５
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小泊岬南灯台ほか1件改良改修工事

図番

令和8年度

第二管区海上保安本部 交通部

工事件名

箇所名

図面名称 縮尺 原図

設計 年.月

図示 A2版

小泊岬北灯台

灯塔詳細図6
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踊場外周図（2分割）　S=1/20

踊場中央図　S=1/20

踊場全体図

※　踊場分割部の組立ボルトナット類は、
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小泊岬南灯台ほか1件改良改修工事

図番

令和8年度

第二管区海上保安本部 交通部

工事件名

箇所名

図面名称 縮尺 原図

設計 年.月

図示 A2版灯塔詳細図7

小泊岬北灯台
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字体：ゴシック体（赤色）火 気 厳 禁

海上保安庁

下記のとおり、注意書きシールを製作し、灯塔側面に貼り付ける。

注意書きシール製作・貼付仕様

※貼付位置は、図示及び監督職員の指示による。

ステンレス丸鋼φ5 (SUS 304)
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ステンレスボルトφ6 (SUS 304)

ステンレス FB-20×1.5t (SUS 304)

ステンレス丸鋼φ5 (SUS 304)

鳥よけ金物（SUS304)

鳥よけ金物（＠471）SUS304

ステンレスボルトナットステンレスボルトナット

梯子詳細図　S=1:5

梯子姿図　S=1:30梯子取付図　S=1:30

鳥よけ金物詳細図　S=1:3

接続部詳細図　S=1:2
手スリ詳細図　S=1:5

手すり立面図　S=1:30
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小泊岬南灯台ほか1件改良改修工事

図番

令和8年度

第二管区海上保安本部 交通部

工事件名

箇所名

図面名称 縮尺 原図

設計 年.月

図示 A2版

小泊岬北灯台

灯塔詳細図8
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R8.6
立面図　S=1:15

縦断面図　S=1:15 フランジ型断面図　S=1:3

フランジ型断面図　S=1:3 フランジ型断面図　S=1:3

フランジ型平面図　S=1:15 フランジ型平面図　S=1:15

Ａ部詳細図　S=1:3

横断面図　S=1:15

笹木



小泊岬南灯台ほか1件改良改修工事

図番

令和8年度

第二管区海上保安本部 交通部

工事件名

箇所名

図面名称 縮尺 原図

設計 年.月

図示 A2版

小泊岬北灯台

機器詳細図、配線系統図

既設線（再使用）

VVR 5.5㎜ 2×2C(PFD28)
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実線部は施工部分を示す

点線部は既設又は別途施工を示す
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計
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配線系統図

配電盤

太陽電池装置

ＬＥＤ灯器

【一時仮設】

【一時仮設】
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【　製作仕様　】

材　質：ステンレス　SUS304

　　　　　突合せ及び全周すみ肉溶接とする。

塗　装：ポリエステル樹脂焼付　ツヤ有り 白色（ﾏﾝｾﾙ N9.5）

調達品：ゴムパッキン　ネオプレーンゴム　3t（灯器台と灯器の間）
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灯器・スペーサ・灯ろう台取付図
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蓄電池架台　S=1:10
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１．配電盤への電線の接続は、極性に注意し短絡させないように次の手順で行なう。

２．各配線とも余長を約１ｍとり、インシュロック等で体裁良く束ねる。

３．電線管の固定間隔は１ｍ以下とし、管端部も固定する。

　　取外時：負　荷 → 太陽電池架 → 蓄電池

　　取付時：蓄電池 → 太陽電池架 → 負　荷

ボルトナット(SUS304 M16)4本にて指定位置に取付。

　MSE-100AH-6V H217×W128×L345,22.5㎏ 

R8.6

材　質：ステンレス　SUS304

仕上げ：２Ｂ

調達品：ゴムパッキン　ネオプレーン3t

既存蓄電池架台　S=1:10

FRP

スペーサ製作図　S=1:10　

[側面図　S=1:10]

[ゴムパッキン詳細図　S=1:10]

[A～A'矢視図　S=1:10]

[B～B'矢視図　S=1:10]

【復旧】
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